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施設

　市立幼稚園及び小・中学校（なお、幼稚園1園、小学校7校、中学校3校）、ほか市内施設

教育⾧
　地方公共団体の⾧が、議会の同意を得て任命します。教育⾧の任期は3年で、再任することもできます。
教育委員会の権限に属するすべての事務をつかさどり、また事務局の事務を統括し、所属の職員を指揮監
督します。

4　教育委員会

組織・構成
　教育委員会は、「地方自治法」及び「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の定めにより、教育に
関する事務を処理するため、都道府県及び市町村等に置かれる行政機関のひとつで、常勤の教育⾧と非常
勤の委員（以下「教育委員」という。）をもって組織される執行機関です。
　月1回の定例委員会などで教育行政の重要事項や基本方針等を合議制で決定します。

教育委員の任命
　地方公共団体の⾧が、議会の同意を得て任命します。教育委員の任期は4年で、再任することもできます。

3　点検・評価の対象と方法

対象

　令和6年度に実施した主要な事業を対象とする。

方法

　教育施策要綱における施策ごとに、対象事業の管理及び執行状況について、点検・評価を行う。

　◎　人権・同和教育と啓発の推進
　◎　学校教育の充実
　◎　地域とともにある学校づくりの推進
　◎　教育環境の充実
　◎　社会教育の推進
　◎　生涯学習の推進
　◎　スポーツの推進
　◎　文化・芸術活動の充実
　◎　歴史遺産の保存とまちづくりへの活用

第1章　　点検・評価の趣旨
1　はじめに

　那珂川市教育委員会事業点検・評価（以下「点検・評価」という。）は、地方教育行政の組織及び運営に関
する法律（昭和31年法律第162号）第26条第1項の規定に基づき、教育委員会が、毎年その権限に属する事
務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行うことが義務づけられていることに伴い、実施しているもので
す。
　点検・評価は、「那珂川市教育施策要綱」に掲げる教育の基本目標の実現性や住民の視点にたった効果的な
教育行政の推進が図られているかについて、検証することを目的として実施しています。
　また、その内容を点検・評価報告書としてとりまとめ、公表することで、住民に対する説明責任を果たし、信頼され
る教育行政の推進に寄与しています。

2　教育の基本目標

　9つの基本施策の柱を設定し、教育行政を推進します。
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教育委員会の活動状況（教育委員会会議）

令和6年12月25日 定例

令和7年1月23日

定例

○教育財産の取得の申出について
令和6年10月30日

○令和6年度那珂川市一般会計補正予算（第6号）に関する教育委員会の意見の申
出について

○那珂川市部設置条例等の一部を改正する条例の制定に関する教育委員会の意見の
申出について
○那珂川市学校部活動検討協議会設置条例の制定に関する教育委員会の意見の申
出について

○ミリカローデン那珂川リニューアル事業設計者選定委員会設置条例を廃止する条例の制
定に関する教育委員会の意見の申出について

○令和6年度那珂川市一般会計補正予算(第2号）に関する教育委員会の意見の申出
について

令和6年4月30日 定例

事務局

　　①令和6年度の開催回数　定例委員会 12回
　　②令和6年度の主な付議事項

開催日 区分

　教育⾧の統括のもと、教育委員会の権限に属する事務を処理します。事務局の組織は教育委員会規則で定め
られています。

令和6年5月29日 定例

○議案事項なし

○議案事項なし

○教育財産の取得の申出について

○令和6年度那珂川市一般会計補正予算(第5号）に関する教育委員会の意見の申出
について

○議案事項なし令和6年6月25日 定例

定例令和6年7月29日 ○令和7年度使用中学校教科用図書の採択について

定例令和6年9月26日

令和6年11月26日

令和7年2月26日 定例

定例

○那珂川市指定有形文化財の指定について

○令和6年度教育に関する事務の管理及び執行の状況についての点検及び評価（令和
5年度対象）について

○令和7年度那珂川市一般会計歳入歳出予算に関する教育委員会の意見の申出につ
いて

○那珂川市立小学校校内サポートルーム設置方針の制定について

○那珂川市公の施設に係る指定管理者の指定（ミリカローデン那珂川）に関する教育委
員会の意見の申出について

○那珂川市総合運動公園整備等事業者選定委員会設置条例の一部を改正する条例
の制定に関する教育委員会の意見の申出について

○那珂川市特別職の職員等で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例の制定に関する教育委員会の意見の申出について
○那珂川市複合文化施設条例の一部を改正する条例の制定に関する教育委員会の意
見の申出について

○令和6年度那珂川市一般会計補正予算（第3号）に関する教育委員会の意見の申
出について

○議案事項なし

定例

令和6年8月28日 定例
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③その他の活動

開催日 区分

・研 修 会 等……筑紫地区教育委員研修会、福岡県市町村教育委員会教育委員研修会等に参加。

・移動教育委員会……岩戸小学校を訪問。併せて交流会も実施。

・各 種 行 事 等……入学(園)式、卒業式、運動会・体育祭、市民文化祭、人権フェスタ等に参加。

○教育委員会の権限に属する事務の一部の補助執行に関する規則の一部を改正する規則の制定
について

令和7年3月26日 定例

○那珂川市立学校等の体育・文化に関する補助金交付規程の一部を改正する規程の制定につい
て

○令和7年度那珂川市教育委員会人権・同和教育及び啓発基本方針の策定について

○那珂川市複合文化施設条例施行規則の一部を改正する規則の制定について

○那珂川市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する規程の制定について

○令和7年度那珂川市教育施策要綱の制定について

○那珂川市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則の制定について

○那珂川市文化財専門委員会規則の一部を改正する規則の制定について
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《達成状況指標》

頁 指標 R4実績値 R5実績値 R6実績値 目標値 達成状況

P7
【地域における人権・同和教育と啓発の推進】

○那珂川市同和教育研究協議会加入率
94.19% 98.34% 98.43% 94.19% ◎

○住民意識アンケート満足度

（人権・同和教育と啓発の推進）
3.13 3.08 3.07 3.15 ○

P8 小 91.6 小 93.1 小 95.8
小 95.0

（毎年度）
◎

中 88.8 中 88.4 中 94.6
中 90.0

（毎年度）
◎

小 97.8 小 98.9 小 97.6
小 100

（毎年度）
○

中 98.0 中 97.0 中 97.0
中 100

（毎年度）
○

P9
小／国語 9.6

(全国平均 9.2)

小／国語 10.0

（全国平均 9.4）

小／国語 10.3

（全国平均 9.5）

全国平均+0.5

ポイント以上

（毎年度）

◎

小／算数 10.2

（全国平均 10.1）

小／算数 10.3

（全国平均 10.0）

小／算数 10.6

（全国平均 10.1）

全国平均+0.3

ポイント以上

（毎年度）

◎

中／国語 10.2

（全国平均 9.7）

中／国語 10.8

（全国平均 10.5）

中／国語 9.2

（全国平均 8.7）

全国平均+0.4

ポイント以上

（毎年度）

◎

中／数学 7.7

（全国平均 7.2）

中／数学 7.9

（全国平均 7.6）

中／数学 8.9

（全国平均 8.4）

全国平均+0.5

ポイント以上

（毎年度）

◎

P11

【豊かな心の育成】

○相談・指導を受けていない不登校児童生徒の

 割合

38% 5% 0%
20%以下

（毎年度）
◎

P12
小／男子 52.2

（全国平均 52.28）

小／男子 53.2

（全国平均 52.59）

小／男子 52.57

（全国平均 52.53）

全国平均 +0.9

ポイント以上

（毎年度）

▲

小／女子 54.12

（全国平均 54.31）

小／女子 54.77

（全国平均 54.28）

小／女子 52.71

（全国平均 53.92）

全国平均 +0.2

ポイント以上

（毎年度）

▲

中／男子 44.85

（全国平均 41.04）

中／男子 45.29

（全国平均 41.32）

中／男子 45.82

（全国平均 41.86）

全国平均 +4.7

ポイント以上

（毎年度）

○

中／女子 51.46

（全国平均 47.42）

中／女子 49.03

（全国平均 47.22）

中／女子 49.54

（全国平均 47.37）

全国平均 +3.3

ポイント以上

（毎年度）

△

○学校栄養職員の配置校（県費、市費） 10校 10校 10校
10校

（毎年度）
◎

○異物混入件数（重大案件） 0件 1件 0件
0件

（毎年度）
◎

○アレルギー事故件数 0件 0件 0件
0件

（毎年度）
◎

５　指標の達成状況一覧

◎ 100％ 目標達成、もしくは既に目標達成済み

〇 75％

△ 50％

▲ 25％

【健やかな体の育成】

○全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果

【学校における人権・同和教育の推進】

○全国学力・学習状況調査

 項目「人が困っているとき進んで助けている」

○全国学力・学習状況調査

 項目「いじめはどんな理由があってもいけない

    こと」

【確かな学力の育成】

○全国学力・学習状況調査
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頁 指標 R4実績値 R5実績値 R6実績値 目標値 達成状況

P13
【幼児教育】

○園外保育の回数
17回 13回 24回

15回

（毎年度）
◎

P14
【特別支援教育の充実】

○適切な就学先決定状況
100% 100% 100%

100%

（毎年度）
◎

P15

【学校、家庭、地域等との連携・協働】

○住民意識アンケート満足度

（地域とともにある学校づくりの推進）

3.12 3.13 3.19 3.15 ◎

P16

【学校施設の整備・充実】

○住民意識アンケート満足度

（教育環境の充実）

2.98 3.01 3.07 3.05 ◎

P17

【専門性の高い教員の育成】

○教員がICT機器の使い方を学ぶために必要な

 研修の実施

- - 100%
100%

（毎年度）
◎

○年休取得日数 15日 16日 16日
20日

(毎年度)
○

P19
【学校を核とした地域づくりの推進】

○地域主催の放課後子供教室実施回数
15回 15回 15回 15回 ◎

P20
【子どもの居場所確保】

○放課後子供教室開催回数
260回 266回 366回 269回 ◎

P21
【家庭の教育力の向上】

○学級生登録者数
32人 61人 61人

100人

（毎年度）
△

P21
【青少年の健全育成】

○巡回パトロール実施回数
68回 74回 81回

84回

（毎年度）
○

P22
【社会教育関係団体の連携強化】

○社会教育関係団体の連携回数
4回 4回 3回 5回 ○

P22
【国際交流の推進】

○国際文化交流サークル事業への参加者数
90人 90人 93人 100人 ○

P23
【多様な学習機会の提供】

○高砂大学受講者数
93人 106人 111人 244人 ▲

P24

【ミリカローデン那珂川、市立公民館などの施設

 の整備・充実】

○住民意識アンケート満足度

（ミリカローデン那珂川の利用経験）

79.1% 77.3％ 89.2％
80％以上

（毎年度）
◎

市立公民館利用人数 47,658人 52,691人 53,490人 72,584人 ○

P25

【読書活動の推進】

○本を読むことが「好き」「どちらかといえば

 好き」な児童生徒の割合

（子どもの読書活動活動に関するアンケート）

83.6% 85.8% 84.6％ 83.6% ◎

P26

【運動公園の整備】

○総合運動公園の供用開始

（供用開始に至るまでの進捗率）

進捗率20％
（用地買収ほぼ完了）

進捗率20％
（用地買収ほぼ完了）

進捗率25%
（事業者募集資料作成）

進捗率100％
（供用開始）

▲

P26
【スポーツ施設の整備】

○施設の利用者数（合計）
241,603人 235,761人 235,534人 254,600人 ○

P27

【市民スポーツ活動を支える団体の育成】

○住民意識アンケート満足度

（スポーツの推進）

3.03 2.99 2.99 3.03 ○

○スポーツ大会の参加者数（合計） 1,668人 2,149人 2,083人 3,000人 △

5



頁 指標 R4実績値 R5実績値 R6実績値 目標値 達成状況

P28

【文化・芸術団体の育成・支援・連携】

○住民意識アンケート満足度

（文化・芸術活動の充実）

3.05 3.05 3.03 3.25 ○

P29
【歴史・文化の保護と継承】

○協議の実施回数
1回 1回 2回 2回 ◎

P29
【文化財を活用したまちづくりの推進】

○啓発事業等への参加者数
2,283人 2,400人 2634人 1,966人 ◎

○連携して実施した文化財保護事業数 1回 1回 2回 2回 ◎

＜達成状況集計＞

◎ 23

○ 12

△ 3

▲ 4

合計 42

6
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第 2 章  具体的施策の点検・評価 

１ 多様な市民の人権を尊重した社会をつくる 

 人権・同和教育の充実を図り、人が人として尊重される人権意識を育むため、地域及び学

校における人権・同和教育と啓発を推進します。 

 

（1）地域における人権・同和教育と啓発の推進 
担当課 

社会教育課 

〇 市民及び社会教育関係団体等への人権・同和教育を推進します。 

主な取組み 実績 

① 那珂川市同和教育研究協議会の周知と

会員の確保に取り組みます。 

〇 行政部会同和研究協議会 

（会員数）253 人、加入率 97.68％ 

（那珂川市役所職員） 

学校部会同和研究協議会 

（会員数）369 人、加入率 99.19％ 

（那珂川市立学校職員(女子商含む）) 

② 社会教育関係団体へ人権問題研修会の

実施を推進します。 

〇 人権問題研修会     0（参加人数） 

行政区（36区）          757 人 

PTA及び青少年指導員       81人 

区公民館連絡協議会000000    158人 

スポーツ登録団体等00000    0113人 

子ども会育成会連絡協議会     50 人 

婦人会0000000000000000000    28人 

市同和教育研究協議会0000    201人 

文化協会   000000000000000000056 人 

 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

那珂川市同和教育研究協議会加入率 98.43% 94.19%  ◎ 

住民意識アンケート満足度 

（人権・同和教育と啓発の推進） 
3.07 3.15  ○ 

 

住民意識アンケート：住民の満足度、重要度及び優先度の意見を収集し、施策に反映すること

で、着実に目標を達成するために行うものです。満足度は１点から５点

で評価されます。 

 

人権・同和教育と啓発の推進 
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（2）学校における人権・同和教育の推進 

担当課 

学校教育課 

教育指導室 

〇 児童生徒一人ひとりに人権尊重の心を育み、あらゆる差別をなくすため人権・同和教

育の充実に努めます。 

〇 あらゆる教育活動において人権・同和教育の視点を持ち、取り組みます。 

主な取組み 実績 

① 各学校の人権を尊重した取組みの共有

化・支援を行います。 

〇 事業・研修会の開催 

  同和教育研修会事業   10 校中 10 校 

② 道徳科を中心とした指導及び人権教育

学習教材を活用した指導の充実を図り

ます。 

〇 人権学習実施校         10 校 

〇 「かがやき」「あおぞら」「あおぞら２」

を活用した指導 

〇 「社会科歴史・公民学習カリキュラム」

を活用した部落差別に対する科学的認

識の醸成 

 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

全国学力・学習状況調査(注 1) 

項目：「人が困っているとき進

んで助けている」 

小学校 95.8 
95.0 

（毎年度） 

 
◎ 

中学校 94.6 
90.0 

（毎年度） 

 
◎ 

全国学力・学習状況調査 

項目：「いじめは、どんな理由

があってもいけないこと」 

小学校 97.6 
100 

（毎年度） 

 
○ 

中学校 97.0 
100 

（毎年度） 

 
○ 

 

(注 1)全国学力・学習状況調査：全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策

の成果と課題を検証し、教育指導の充実や学習状況の改善等に

役立てるもの。 
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２ 健やかで「生きる力」を持った子どもが育つまちをつくる 

一人ひとりを大切にする個に応じた教育により、グローバル化や情報化など、今後の社

会動向に対応した時代を切り拓く健やかで「生きる力」を持った児童生徒を育みます。特

に ICT 教育に関しては、ICT 機器の活用を通して、情報活用能力を向上させ、児童生徒の

「主体的・対話的で深い学び」の充実を図ります。 

また、楽しく学べる学校づくりを推進するため、スクールカウンセラーやスクールソー

シャルワーカー等の専門スタッフの活用や関係機関との連携により、学校の組織力を高

め、幼児・児童生徒が快適で学習しやすい環境の形成を図ります。多様化し、ニーズが高

まっている特別支援教育については、特別支援教育センターの専門職員による保護者への

適切な支援を図るとともに、教職員の研修を充実し専門性の向上を図ります。 

 

（1）確かな学力の育成 

担当課 

学校教育課 

教育指導室 

〇 小・中学校で継続・集中・統一した指導を行い、児童生徒が現在よりも学習に集中で

きるよう授業改善に取り組みます。 

〇 ICT 機器を効果的に活用し、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を

図ります。 

〇 小・中学校を通して、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする子

どもの育成に努めます。 

主な取組み 実績 

① 各学校において、「深い学びに向かう振

り返り」を重視し、児童生徒が「分か

る・できる喜び」「考える楽しさ」を実

感できる「なかがわスタンダード」(注

1)を基本とした授業改善を推進しま

す。 

〇 事業・委員会の開催 

 学校運営ヒアリング   000  各校 2回 

 学力向上推進委員会 000000000000000002 回 

② 各学校の学力向上に関する優れた取組

みの共有を図るとともに、小・中学校

を接続した学力向上を図ります。 

〇 研修会の開催 

授業改善公開授業研修会 00000000000001 回 

 学力向上検証部会 00000000000000000001 回 

 学力向上専門部会 00000000000000000001 回 

 

(注 1)なかがわスタンダード：児童生徒が確かな学力を身に付けることができる授業改善を 

図るため、市内の学校で共通して取り組んでいる「学習の振 

り返り」を大切にした授業モデルのこと。 

学校教育の充実 
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③ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の実現を図るための指導・支援を行い

ます。 

〇 事業の開催 

情報活用能力向上事業 

小学校 1校、中学校 1 校 

④ 体験型英語学習や ALT を活用し、児童

生徒がネイティブな英語に触れるとと

もに、主体的に英語を活用する機会を

確保します。 

〇 事業・研修会の開催 

体験型英語学習推進事業 

北九州グローバルゲートウェイ 

小学校全 7校 

イングリッシュイベント 

中学校全 3校 

パフォーマンステスト 000 0  0 全 10 校 

ALT・小学校英語専科指導教員連絡会 009 回     

 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

全国学力・学習状況調査 

小学校 

国語 
 

全国平均+0.5 

ポイント以上 

（毎年度） 

 

◎ 

算数 
 

全国平均+0.3 

ポイント以上 

（毎年度） 

 

◎ 

中学校 

国語 
 

全国平均+0.4 

ポイント以上 

（毎年度） 

 

◎ 

数学 
 

全国平均+0.5 

ポイント以上 

（毎年度） 

 

◎ 
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成果指標 実績値 目標値  達成状況 

相談･指導等を受けていない不登校

児童生徒の割合 
0％ 

20％以下 

(毎年度) 

 
◎ 

(注 1)不登校等専任教員配置事業：中学校における不登校等生徒の改善・復帰・解消を目的 

として、平成 25 年度から全中学校に対して不登校等専任 

教員を配置し、スクールソーシャルワーカー等と連携して、 

中学校が一体となった不登校等対策を推進する。 

  

（2）豊かな心の育成 

担当課 

学校教育課 

教育指導室 

〇 いじめ等の未然防止と早期発見・早期対応・早期解決に努め、全ての児童生徒にとっ

て魅力ある安全・安心な学校づくりを進めます。 

〇 児童生徒の読書に関する興味・関心を高め、想像力豊かな児童生徒の育成を図りま

す。 

主な取組み 実績 

① 小・中学校において児童生徒及び保護

者にアンケートを実施し、いじめの未

然防止と早期発見・早期対応・早期解

決に努めます。 

〇 会議の開催 

いじめ防止等対策委員会      2 回 

 小・中学校合同不登校対策会議   6 回 

 校内いじめ不登校等対策会議0各校月1回 

② 不登校及び不登校傾向にある児童生徒

に対し、学校、教育サポートセンター

及びスクールソーシャルワーカーやス

クールカウンセラー等と連携し、不登

校及び不登校傾向状態の改善に取り組

みます。 

〇 連携を図るための事業 

 小学校スクールカウンセラー配置事業 

全 7校 

 小・中学校等児童生徒指導支援員配置事業 

全 10 校 

 不登校等専任教員配置事業（中学校）(注 1) 

全 3 校 

③ 各学校に学校司書を配置し、学校図書

館を活かした取組みを実施するととも

に、各学校の蔵書率の充実を図ります。 

〇 図書司書配置事業00000000000000010人 

〇 読書活動の充実に向けた取組み 

（小学校）読書リーダー養成講座 0000036 人 

（中学校）読書サポーター養成講座 00033 人 

〇 蔵書率 100％以上 

 普通学級             全10校 
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（3）健やかな体の育成 

担当課 

教育総務課 

学校教育課 

教育指導室 

〇 全国体力・運動能力、運動習慣等調査及び福岡県児童生徒体力・運動能力調査等の結

果を踏まえ、小・中学校における体力向上の取組みを進めます。 

〇 児童生徒の発達段階に応じ、生活安全、交通安全、災害安全などの日常生活全般にお

ける安全確保に向けた安全教育を推進します。 

〇 食の安全確保に努めるとともに、食に関する指導を通した食育の充実支援を行いま

す。 

主な取組み 実績 

① 1 校 1取組み運動の充実を図ります。 ○ 1 校 1取組み運動実施校 00000000010 校 

② 学校給食会と連携して小・中学校の食

育の充実を図ります。 

〇 弁当の日の実施      00  

〇 研修会等の実施 

調理員研修会           1 回 

筑紫保健所集団給食施設監視  000002 校 

文部科学省調査          1 校 

衛生管理委員会検査    1 施設 005 校 

給食料理コンクール        1 回 

食物アレルギー研修会       1 回 

〇 学校栄養職員の配置(注 1) 

       小学校 2人、中学校 3人 

③ 学年に応じた教科等での指導に加え、

防犯教育、交通安全教室、避難訓練な

どの体験・実践的な安全教育に取り組

みます。 

〇 安全教室等の実施 

 防犯教室 

交通安全教室（小学校 1年生・4 年生） 

避難訓練 

〇 通学路安全点検の実施 

 点検箇所 40 箇所 

 （内訳） 

整備要望 14 箇所（福岡県・警察署） 

 対応済   5 箇所（整備・改修） 

      21 箇所（安全指導等対策検討） 

 

(注 1) 学校栄養職員の配置：県費未配置校への学校配置 

 

 

 

 



13 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

全国体力・運動能力、 

運動習慣等調査結果 

小

学

校 

男子 
52.57 

(全国平均 52.53) 

全国平均+0.9 

ポイント以上 

（毎年度） 

 ▲ 

女子 
52.71 

(全国平均 53.92) 

全国平均+0.2 

ポイント以上 

（毎年度） 

 ▲ 

中

学

校 

男子 
45.82 

(全国平均 41.86) 

全国平均+4.7 

ポイント以上 

（毎年度） 

 ○ 

女子 
49.54 

(全国平均 47.37) 

全国平均+3.3 

ポイント以上 

（毎年度） 

 △ 

学校栄養職員の配置校 (県費、市費) 10 校 10 校（毎年度）  ◎ 

異物混入件数（重大案件） 0 件 0 件（毎年度）  ◎ 

アレルギー事故件数 0 件 0 件（毎年度）  ◎ 

 

（4）幼児教育 
担当課 

子育て支援課 

〇 地域の自然や未就園児との保育を通じて、幼児期における豊かな生活体験が得られ

るように取組みを進めます。 

主な取組み 実績 

① 地域の自然や資源を生かした保育を実

施します。 

〇 園外保育 

岩戸小学校１年生との交流 

 芋ほり体験 

 アユの放流など0000000000年間 24回実施 

② 未就園児の保育で子育て支援を実施し

ます。 

〇 おひさま広場 

親子園庭遊び 

在園児との交流など000000年間 10回実施 

③ 幼稚園教育の在り方を様々な手法で家

庭に伝えます。 

 

〇 園だより00000000000000年間 13回発行 

〇 ホームページ0000000000年間 12回更新 

〇 個別面談00000000000000年間 02回実施 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

園外保育の回数 24 回 
15 回 

（毎年度） 

 
◎ 
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成果指標 実績値 目標値  達成状況 

適切な就学先決定状況 100％ 
100％ 

（毎年度） 

 
◎ 

 

  

（5）特別支援教育の充実 
担当課 

学校教育課 

〇 多様な就学相談、教育相談に対応するため、特別支援教育センターを核として、学校

及び保護者へ適切な支援を行います。 

〇 教育ニーズに応じた指導・支援を行うため、教職員の研修を充実させ、専門性の向上

を図ります。 

主な取組み 実績 

① 関係機関と連携した幼児期から小・中

学校までの教育相談を実施します。 

〇 教育相談の実施 

 就学相談000000000000000000000000244人 

  幼稚園等0000000000000000000000057人 

  小学校000000000000000000000000166人 

  中学校000000000000000000000000021人 

 教育相談等0000000000000000000000651件 

  幼稚園等00000000000000000延べ 119回 

  小学校0000000000000000000延べ 418回 

  中学校0000000000000000000延べ 114回 

② 特別支援センターを中心に特別支援教

育に関する指導・助言を行い、学校に

おける専門性の向上を図ります。 

〇 特別支援学級・通級指導教室設置校数 

 特別支援学級０００10校中 10校 71学級 

 通級指導教室０００10校中 04校  7学級 

〇 研修会の実施 

 特別支援教育支援員研修会00000000002回 

 特別支援教育コーディネーター研修会2回 

 特別支援教育研修会00000000000000002回 

 社会教育講座子育て講演会00000000001回 

 那珂川市特別支援教育協議会研修会 1 回

那珂川市民生委員研修000000000000001回 

 那珂川市通級指導教室連絡会000000003回 

 那珂川市通級指導教室保護者の集い001回 
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子どもたちが安心し、明るくのびのびと生活できる地域を目指し、地域に開かれた学校を

創造するため、学校・地域・家庭との連携・協働により、将来のまちづくりの担い手である

子どもたちを大切に育てていくコミュニティ・スクールを推進します。 

あわせて、小・中学校の連携を強化するため、中学校ブロックを単位とした拡大コミュ

ニティ・スクールを推進します。 

 

（1）学校、家庭、地域等との連携・協働 
担当課 

学校教育課 

〇 学校、家庭、地域がそれぞれの役割を自覚し、連携とともに、地域に開かれた学校運

営を促進することで協力・協働の教育活動を創り出します。 

主な取組み 実績 

① コミュニティ・スクール運営委員の研

修を実施します。 

〇 研修会の実施 

 コミュニティ・スクール運営委員研修 001 回 

② 各学校の特色を生かした学校運営協議

会の運営に取り組みます。 

〇 特色ある取組み 

 小中連携によるあいさつ運動 

小学生の中学校部活動体験 

 地域・学校連携による清掃活動 

（クリーン作戦） 

 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

住民意識アンケート満足度 

(地域とともにある学校づくりの推進) 
3.19 3.15 

 
◎ 

 

  

地域とともにある学校づくりの推進 
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学習環境の向上や老朽化した施設の安全性の確保、バリアフリー化及び衛生環境改善を

図るため、計画的に学校施設の改修を行います。 

また、キャリアステージに応じた教員の指導力を向上させるための研修や、本市の今日的

課題に応じた研修を実施するなど、教員の授業力向上や学校経営の活性化を目指します。 

あわせて、教職員の業務改善を図り、働き方改革を推進します。 

 

（1）学校施設の整備・充実 

担当課 

教育総務課 

学校教育課 

〇 那珂川市学校施設等長寿命化計画等に基づき、国の補助金等を活用しながら計画的

に学校施設の整備・改修を行います。 

〇 プログラミング教育や情報教育の充実のため、タブレット等の適切な運用管理を行

います。 

主な取組み 実績 

① 施設の維持管理を行います。 ○ 岩戸北小学校外壁等改修工事 

 外壁改修      外壁、天井・上裏 

 防水改修      屋上、非常階段、 

バルコニー 

 バルコニー手摺改修 2～3 階教室 

② 生徒・児童１人１台端末の適切な運用

管理を行います。 

〇 修繕対応件数 00000000000000 444 件 

 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

住民意識アンケート満足度 

（教育環境の充実） 
3.07 3.05 

 
◎ 

 

  

教育環境の充実 
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（2）専門性の高い教員の育成 

担当課 

学校教育課 

教育指導室 

教育総務課 

〇 国や県の研修の実態を踏まえ、教員一人一人のキャリアステージに応じた資質・能力

の向上を図ります。 

〇 本市の教育課題に応じた研修を実施します。 

主な取組み 実績 

① 教育力向上のために、ICT 教育の充実

を図り、教育課題に応じた研修を実施

します。 

〇 研修会の実施 

 ICT 推進研修会          5 回 

 ICT スキルアップ研修会      10 校 

 デジタルシティズンシップ研修会 0010 校 

 初任者･若年教員･講師等 1 日留学研修 

00010 校 

 授業改善公開授業研修会 0000000 010 校 

 特別支援教育コーディネーター研修会 

 ICT 推進研修           3 回 

 特別支援教育研修会0000000000000 10校 

② 「那珂川市立小・中学校教職員の働き

方改革に関する方針」に基づいた働き

方改革を推進し、教職員の心身の健康

保持、向上を図るとともに、児童生徒

と向き合うための時間及び教育職員の

専門性を高めるための研究と修養の時

間の確保を図ります。 

〇 学校閉庁日を実施します。 

実施期間 夏季、秋季、冬季 計 3回 

計実施日数(土･日･祝日含む連続した日数) 

夏季 11 日 

秋季 04 日 

冬季 10 日 

〇 出退勤システムを導入しています。 

 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

教員が ICT 機器の使い方を学ぶために 

必要な研修の実施 
100％ 

100％ 

（毎年度） 
 ◎ 

年休取得日数 16 日 
20 日 

（毎年度） 
 ○ 
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成果指標 実績値 目標値  達成状況 

－ － － 
 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（3）就学の支援 
担当課 

学校教育課 

〇 経済的理由により学校での学習等に必要な費用の負担が困難な児童生徒の保護者に

就学費用を援助します。 

主な取組み 実績 

① 就学援助による支援を推進します。 〇 支援者数 

 小学校 636 人 

中学校 386 人 

○ 全児童に対する就学援助率 

 小学校 20.2％ 

 中学校 23.4％ 

② 就学援助制度の周知を図ります。 ○ ホームページでの制度周知 

○ 広報誌での周知 

 広報 1月号掲載（就学援助入学準備金） 

○ 各学校での周知 

 入学説明会でのチラシ配布（新 1年生） 

 新学期 4月にチラシ配布（在校生） 
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３ 市民一人ひとりが生涯学習やスポーツに参加しやすい環境をつくる 

生涯にわたって健康を維持し、学習することで生きがいを持ち続けたいという市民のニ

ーズに対応するため、社会教育活動のさらなる充実を図ります。 

（1）学校を核とした地域づくりの推進 
担当課 

社会教育課 

〇 地域学校協働活動事業を推進します。 

主な取組み 実績 

① 地域学校協働活動推進員が中心となり、

地域の協力のもと、コミュニティ・スクール

と地域学校協働活動の一体的推進を図りま

す。 

 

 

○ 地域学校協働活動推進員 

市内各小学校      72 時間/校 

             延べ9人 

○ 地域学校協働活動推進員及び地域コ

ーディネーター等研修会 

参加人数 34 名 

 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

地域主催の放課後子供教室実施回数 15 回 15 回  ◎ 

 

  

社会教育の推進 
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（2）子どもの居場所確保 
担当課 

社会教育課 

〇 子どもたちの安全・安心な居場所づくりを推進します。 

主な取組み 実績 

子ども同士や大人や高齢者と

のコミュニケーションの場と

なる放課後子供教室を実施し

ます。 

○ 安徳小学校 開催日数 30 回 

参加者数延べ 752 人 

○ 片縄小学校 開催日数 28 回 

参加者数延べ 748 人 

○ 南畑小学校 開催日数 25 回 

参加者数延べ 292 人 

○ 岩戸小学校 開催日数 27 回 

参加者数延べ 316 人 

○ 岩戸北小学校 開催日数 27 回 

参加者数延べ 808 人 

○ 安徳北小学校 開催日数 27 回 

参加者数延べ 682 人 

○ 安徳南小学校 開催日数 27 回 

参加者数延べ 738 人 

○ たんぽぽアンビシャス広場（安徳北小学校） 

開催日数 72 回 

参加者数延べ 427 人 

○ 那珂川北中アンビシャス広場 

開催日数 103 回 

参加者数延べ 744 人 

 

 

 

  

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

放課後子供教室開催回数 366 回 269 回 
 

◎ 
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成果指標 実績値 目標値  達成状況 

学級生登録者数 61 人 
100 人 

（毎年度） 

 
△ 

 

 

 

（4）青少年の健全育成 
担当課 

社会教育課 

〇 青少年の非行の防止、保護及び健全育成を図るため、青少年指導員会と連携を図りま

す。 

主な取組み 実績 

① 青少年指導員による巡回パトロールを

実施します。 

② 青少年指導員同士の連携を図るため、

青少年指導員会を実施します。 

〇 巡回パトロールの実施    081 回 

〇 青色回転灯装備車両出動台数  

延べ 197 台  

○ 青少年指導員会の実施     2 回 

 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

巡回パトロール実施回数 81 回 
84 回 

（毎年度） 

 
○ 

 

 

 

 

（3）家庭の教育力の向上 
担当課 

社会教育課 

〇 生活習慣の定着や豊かな情操、善悪の判断、社会的なマナー、自制心や自立心など

「生きる力」となる基礎的な資質や能力を育成するため、家庭教育学級の充実を図りま

す。 

主な取組み 実績 

① 家庭教育学級に登録した方に対する体

験講座や親子講座のほか、子育てに関

心のある市民を対象とした公開講座を

実施します。また、家庭教育学級のプ

レ講座として乳幼児の保護者を対象に

した乳幼児講座も実施します。 

〇 講座数 20 講座 

〇 学級生登録者数 61 人 
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（5）社会教育関係団体の連携強化 
担当課 

社会教育課 

〇 社会教育関係団体の連携強化を図ります。 

主な取組み 実績 

① 社会教育関係団体と連携強化を図り、 

活動支援を行います。 

 恵子児童館子ども祭り 0000000000001 回 

  （那珂川市子ども会育成会連絡協議会、 

   スポーツ推進員） 

 人権研修;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;1 回 

（那珂川市立小・中学校 PTA 連絡協議会 

 青少年指導員）         

 青少年非行防止･防犯スクラム作戦;1 回 

（那珂川市立小・中学校 PTA 連絡協議会 

 青少年指導員） 

 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

社会教育関係団体の連携回数 3 回 5 回 
 

○ 

 

 

 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

国際文化交流サークル事業への参加者数 93 人 100 人 
 

○ 

 

  

（6）国際交流の推進 
担当課 

文化振興課 

〇 様々な国の生活や文化の違いを学び、互いに関心を深められるよう、市民の国際交流

活動を支援します。 

主な取組み 実績 

① 国際文化交流サークルの支援をしま

す。 

 サークル主催事業 

日帰り交流会：38人、日本人： 53 人 

（外国人：24人、日本人：29人）  

春の交流会お別れパーティー   40 人 

（外国人：19人、日本人：21人） 
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生涯学習のさらなる充実を図るため、多様な学習機会の提供や施設の整備等、誰もがいつ

でもどこでも自由に学び、活動できる場の充実に努めます。 

 

 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

高砂大学受講者数 111 人 244 人  ▲ 

 

高砂大学：おおむね 60 歳以上の市内在住の方を対象に月 1回の学びを通して心豊かな人生 

を送るきっかけになる講座（教養講座と趣味講座の 2種類あり） 

 

市民聴講生制度：地域の大人が市内の学校（小・中学校）のクラスに入り子どもたちととも

に 

        学校の教科を学習する制度 

 

出前講座：市職員が講師となり、市民へ市政に対する理解を深めてもらうために分かりや

すく説明するもの 

  

  

生涯学習の推進 

（1）多様な学習機会の提供 
担当課 

社会教育課 

〇 生涯学習機会を提供するため、家庭教育学級や高砂大学等の生涯学習の充実を図り

ます。 

主な取組み 実績 

① 家庭教育学級を実施します。 〇 家庭教育学級 

登録者63人  20講座 

延べ受講者数468人 

② 高砂大学を実施します。 〇 高砂大学 

受講生 111 人  55 講座 

延べ受講者数945人 

③ 出前講座を実施します。 〇 出前講座（56講座） 

申請 26 件  受講者 211 人 

④ 市民聴講生制度を実施します。 〇 市民聴講生制度 

聴講生 2人（小学校 1人、中学校 1 人） 
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（2）ミリカローデン那珂川、市立公民館などの施設の整備・充実 

担当課 

文化振興課 

社会教育課 

〇 指定管理者制度を活用して、ミリカローデン那珂川の積極的な活用を図ります。 

〇 市立公民館の積極的な活用を図ります。 

主な取組み 実績 

① ミリカローデン那珂川の積極的な活用

を図ります。 

〇 ミリカローデン那珂川を利用したこと

がある人の割合       89.2％ 

 （市民アンケートより） 

② 市立公民館の積極的な活用を図ります。 〇 利用者数（R6.3 末） 

中央公民館  28,757 人 

北地区公民館 11,356 人 

南地区公民館  2,977 人 

東地区公民館 10,400 人 

計 53,490 人 

③ ミリカローデン那珂川をリニューアル

します。 

〇 リニューアル第 4期工事として生涯 

学習センターの改修工事が完了した。 

④ 市立公民館を計画的に改修します。 〇 中央公民館トイレ等改修工事が完了 

した。 

 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

住民意識アンケート 

（ミリカローデン那珂川の利用経験） 
89.2％ 

80％以上 

（毎年度） 
 ◎ 

市立公民館利用人数 53,490 人 72,584 人  ○ 
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（3）読書活動の推進 
担当課 

文化振興課 

〇 「那珂川市子どもの読書活動推進計画」に基づき、家庭や地域、幼稚園・保育所（園）

や学校、図書館等における読書活動を支援するとともに、関係機関等との連携を図

ります。 

〇 「那珂川市図書館運営方針」に基づき、誰でも気軽に利用でき、市民に親しまれる、

愛される地域の図書館づくりを進めます。 

主な取組み 実績 

① 子どもの読書活動の普及・啓発を推進

します。 

〇 子どもの読書活動推進スキルアップ研

修の実施 

② 地域図書づくりを推進します。 〇 那珂川市図書館から市立公民館 

（中央・北地区・南地区）に借り受けた

図書の冊数 

    延べ 4,800 冊 

 

 

 

  

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

本を読むことが「好き」「どちらかとい

えば好き」な児童生徒の割合 

(子どもの読書活動に関するアンケート) 

 

84.6％ 

 

83.6％ 

  

◎ 
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年齢や性別、障がいの有無に関係なく、すべての人が安全で快適にスポーツを楽しみ、健

康増進や交流、憩うことができる総合運動公園の整備に取り組みます。 

 また、健康増進や競技スポーツのレベル向上など、スポーツの推進を図るため、既存の社

会体育施設等の計画的な改修によりスポーツ活動の環境を整備するとともに、スポーツ活

動を推進するため、市民のスポーツ活動を支える団体の育成・支援に取り組みます。 

（1）運動公園の整備 
担当課 

スポーツ課 

〇 市民の健康増進やスポーツ活動等の場の充実を図ります。 

〇 スポーツの振興を図るため、活動の場の提供と既存施設の環境整備を推進します。 

主な取組み 実績 

① 総合運動公園の整備を進めます。 〇 PFI 事業の推進 

（PPP アドバイザリー業務委託の推進） 

 

 

 

 

 

（2）スポーツ施設の整備 
担当課 

スポーツ課 

〇 市民の健康増進やスポーツ活動等の場の充実を図ります。 

〇 スポーツの振興を図るため、活動の場の提供と既存施設の環境整備を推進します。 

主な取組み 実績 

① スポーツ施設の改修と活動の場を提供

します。 

〇 社会体育施設・学校体育施設利用状況 

 延べ利用人数：235,534 人 

 

 

 

スポーツの推進 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

総合運動公園の供用開始 

（供用開始に至るまでの進捗率） 

進捗率 25% 

(事業者募集

資料の作成) 

進捗率 100% 

(供用開始) 

  

▲ 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

施設の利用者数（合計） 235,534 人 254,600 人 
 

○ 
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（3）市民スポーツ活動を支える団体の育成 
担当課 

スポーツ課 

〇 体育協会、スポーツ少年団と協働して、スポ―ツ団体の育成・市民のスポーツや健康

に対する意識の高揚を図ります。 

主な取組み 実績 

① スポーツ活動と大会を支援します。 〇 各種大会の実施 

 水泳競技大会参加者       263 人 

 健康スポーツフェスタ参加者  1,264 人 

走ろう大会参加者        556 人 

② スポーツ推進委員主管事業及び派遣事

業を実施します。 

〇 ニュースポーツ体験広場     14 回 

〇 スポーツ推進員派遣回数********113 回 

 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

住民意識アンケート 

（スポーツの推進） 
2.99 3.03 

 
○ 

スポーツ大会の参加者数（合計） 2,083 人 3,000 人 
 

△ 
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４ 歴史・文化・芸術を通じた多彩な交流を広げる 

豊かな心を育み、活気あるまちづくりにつながる文化・芸術団体の活動を支援するととも

に、文化・芸術イベントなど、多くの人々が文化・芸術を通じて交流できる機会の充実を図

ります。 

 

（1）文化・芸術団体の育成・支援・連携 
担当課 

文化振興課 

〇 豊かな心を育み、活気あるまちづくりにつながる文化・芸術団体の活動を支援すると

ともに、文化・芸術イベントなど、多くの人々が文化・芸術を通じて交流できる機会

の充実を図ります。 

主な取組み 実績 

① 市民文化祭を実施します。 〇 市民文化祭出演者・出展者の人数 

 参加 84 団体 合計 5,286 人 

 来場者 4,272 人 

 出演・出店・バザー・関係者 1,014 人 

② 市の文化活動を支援します。 〇協働活動の内容 

 ・五月の祭典 

  参加 35 団体  合計 1,299 人 

  来場者 約 827人 

  出演・出店・関係者 472 人 

 ・竹の里のフェスタ 

  コンサート来場者 約 290 人 

 ・元気アップスクール 全 5回 合計 121 人 

 ・役員・理事研修 

③ 市民・地域等との連携を図ります。 〇 裂田溝ライトアップの実施 

 協力団体数 000000000000000000000011 団体 

 展示団体数 000000000000000000000032 団体 

 出店・出展団体数 000000000000000014 団体 

 来場者 0000000000000000000000 約 6,500 人 

 

  

文化・芸術活動の充実 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

住民意識アンケート 

 (文化・芸術活動の充実) 
3.03 3.25 

 
○ 



29 

 

歴史遺産の保存・活用を通じ、歴史遺産に触れる楽しみ、学習する喜びを市民や来訪者に

提供するとともに、歴史遺産を活かしたまちづくりに取り組みます。 

 

（1）歴史・文化の保護と継承 
担当課 

文化振興課 

〇 貴重な歴史遺産を保護するとともに、次の世代に継承するための活動等を支援しま

す。 

主な取組み 実績 

① 保存団体が抱える課題について、それ

らの解決に向けた連携を充実させるた

めに協議を進めます。 

〇 課題解決に向けた協議の実施回数 2 回 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

協議の実施回数 2 回 2 回  ◎ 

 

 

（2）文化財を活用したまちづくりの推進 
担当課 

文化振興課 

○ 本市の歴史遺産に関係した歴史講座やイベントを実施することで、市内外へ本市の

歴史・文化の魅力を発信し、交流人口の拡大を図り、文化財を活用したまちづくりを

推進します。また、市内の歴史関係団体等との連携を強化します。 

主な取組み 実績 

① 歴史遺産を活用した様々な啓発事業を

実施します。 

〇 啓発事業の実施 

実施回数 0000000000000000000000028 回 

参加者数 延べ 2,634人 

② 歴史関係団体と連携して文化財保護事

業等を実施します。 

 

〇 連携して実施した文化財保護事業 

連携事業数 00000000000000000000002 件 

事業名：那珂川黎明 2024 

    元寇 750 年事業 

 

成果指標 実績値 目標値  達成状況 

啓発事業等への参加者数 2,634 人 1,966 人  ◎ 

連携して実施した文化財保護事業数 2 回 2 回  ◎ 

 

歴史遺産の保存とまちづくりへの活用 
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第 3 章  点検・評価の総括 

 

１ 多様な市民の人権を尊重した社会をつくる 

 

部落差別をはじめとするあらゆる差別解消のため、市民及び社会教育関係団体を対象

とした人権・同和問題に関する研修会の開催を支援することで、地域における人権・同

和教育と啓発を推進するとともに、那珂川市同和教育研究協議会と連携・協力し、人権

意識を高め、行動できる職員の育成に取り組みました。 

また、「那珂川市人権を尊ぶまちづくり条例」や「那珂川市部落差別の解消の推進に関

する条例」の趣旨に則り、那珂川市で作成している「社会科歴史・公民学習カリキュラ

ム」、福岡県が作成している「同和教育副読本」や「人権教育学習教材」などを活用し、

学校における人権・同和教育を推進しました。 

今後も人が人として尊重される人権意識を育み、あらゆる差別の解消のために、これ

までの取組みを継続していきます。 

 

 

 ２ 健やかで「生きる力」を持った子どもが育つまちをつくる 

 

ICT 機器の活用、英語教育の推進、いじめ等の未然防止と早期発見、小・中学校にお

ける食育や体力向上の取組みなどにより「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」の育

成に努めました。「確かな学力」の育成については、なかがわスタンダードに基づいて

各学校で実践してきました。また、特別な支援が必要な児童生徒の教育ニーズに対応す

ることにより特別支援教育の充実に努めました。不登校及び不登校傾向にある児童生

徒への支援については、小学校スクールカウンセラーや児童生徒指導支援員及び中学

校への不登校等専任教員を配置することにより、小・中学校接続期に焦点を当てた取組

みの充実に努めました。引き続き、各種取組みを推進することで、児童生徒の個に応じ

た教育の推進や主体的・対話的で深い学びの充実を図っていきます。 

また、幼児期にふさわしい遊びや生活の中で、友達や未就園児、地域の方など様々な

方と関わったり、地域の自然に触れたりする、豊かな直接体験ができました。この経験

により、健やかでたくましい「生きる力」の基礎となる資質・能力を育んでいきます。 

  

  



31 

 

３ 市民一人ひとりが生涯学習やスポーツに参加しやすい環境をつくる 

 

高砂大学や家庭教育学級、及びスポーツフェスタや各種スポーツ大会などを実施し、

市民の学習活動・交流活動、スポーツ活動の場の充実を図りました。また、地域学校協

働本部やスポーツ少年団など市民活動団体と連携し、子どもが地域とのふれあいを通

して自主性・社会性を育む環境を提供しました。読書活動推進事業では、「第 3 次那珂

川市子ども読書活動推進計画」に基づく、子どもたちの読書環境の実態把握や家読推進

事業を実施しました。 

今後は、令和 6 年 6 月からリニューアルオープンした那珂川市図書館活用と、「那珂

川市図書館運営方針」の改定により、誰でもどこでも自由に学び、活動できる場の充実

に努めます。また、スポーツ活動を通じた健康づくりと交流の場の提供に向け、総合運

動公園の整備を着実に進めます。 

  

 

 ４ 歴史・文化・芸術を通じた多彩な交流を広げる 

 

文化芸術活動や文化芸術団体への支援を通じて、豊かな心を育み、活気あるまちづく

りにつなげることが出来ましたが、民俗芸能を継承していくための、次世代を見据えた

担い手等の育成が大きな課題となっています。このため、市内小学校への出前講座の実

施等、活発な活動を行うとともに、保存団体との連携強化を図っていきます。 

また、歴史関係団体と連携して、本市にある国史跡や日本遺産候補地域「西の都」を

活用し、幅広い年齢層を対象にした啓発事業も企画実施しています。次年度以降は、「那

珂川市文化芸術推進計画」の基本理念も踏まえ、啓発事業の検証とブラッシュアップを

行い、歴史や文化財に触れる機会の充実を図っていきます。 
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第４章  学識経験者による講評 

 

１ 報告書全体を通した講評 

 

 那珂川市教育委員会では、令和３年度の教育大綱に掲げた「誰もが学び、育むまちづくり」

を目指し、９つの基本施策の柱を設定し教育行政を推進している。目標の実現に向けて、関

係諸機関・団体との連携を深め、広く市民の理解と協力を得ながら、那珂川市の特色を打ち

出した教育の振興充実に取り組んでいることに敬意を表したい。 

 

 

２ 個々の施策の講評 

 

（１）多様な市民の人権を尊重した社会をつくる 

 

  文部科学省第４期教育振興基本計画には、教育方針の一つとして「誰一人取り残されず、

全ての人の可能性を引き出す共生社会の実現に向けた教育の推進」が謳われている。人権

教育は、生涯学習の視点に立って、幼児期からの発達段階を踏まえ、地域の実情等に応じ

て、学校教育と社会教育とが相互に連携を図りつつ実施されるものである。那珂川市教育

委員会では、共生社会の実現に向け、社会教育と学校教育が連携して、地域及び学校にお

ける人権・同和教育と啓発が着実に推進されている。 

 

 

（２）健やかで「生きる力」を持った子どもが育つまちをつくる 

 

  全ての小・中学校が、「なかがわスタンダード」を基本として授業改善に取り組んでい

る。それが全国学力・学習状況調査で全国平均を超える結果につながっている。また、「那

珂川市 ICT 教育推進計画」に基づき、教員が ICT を活用して児童生徒の情報活用能力の

向上を図っている。英語スピーチコンテスト「かわせみ杯」や体験型英語学習推進事業を

実施する等、児童生徒が英語を活用する機会を設定していることもすばらしい。特別支援

教育の充実については、特別支援教育センターを核として、細やかな就学相談等を実施し

ており評価できる。不登校及び不登校傾向にある児童生徒に対して、学校、教育サポート

センター、SC、SSW と不登校等専任教員が連携し細やかに相談・指導等を行っている。い

じめについては、「那珂川市いじめ防止基本方針」に基づき、今後も未然防止・早期発見・

早期対応・早期解決に努めていただきたい。健やかな体の育成については、安全教育が推

進され学校給食の充実が図られるとともに、体力向上のための「１校１取組運動」が実践

されており評価できる。幼児教育において、意図的に園外保育を取り入れているのは望ま

しい。  
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（３）市民一人ひとりが生涯学習やスポーツに参加しやすい環境をつくる 

 

各小学校等で開催された「放課後子供教室」は、子どもたちにとって、大人・高齢者と

のコミュニケーションが図られる、安全安心な居場所となっている。「高砂大学」につい

ては、受講者数が目標値に到達しなかったが、高齢者にとって貴重な学びの場であること

をＰＲして受講者の増加に努めていただきたい。リニューアルが完了した「ミリカローデ

ン那珂川」については、市民の生涯学習の拠点として一層利用促進が図られることを期待

したい。 

 

 

（４）歴史・文化・芸術を通じた多彩な交流を広げる 

 

  市民文化祭・竹の里フェスタ・裂田溝ライトアップをはじめとする、那珂川市ならでは

の文化・芸術活動や歴史遺産啓発事業が推進されている点はすばらしい。歴史遺産を活用

した啓発事業への参加者数が増加したことに加え、関係団体と連携した文化財保護事業

「那珂川黎明 2024」「元寇 750 年事業」が実施されたことも評価できる。令和６年３月に

策定された「那珂川市文化芸術推進計画」の下、「ひろげる」「ささえる」「つなぐ」とい

う３つの方向性にのっとり、取組みが一層進展されることを期待したい。 

 

 

福岡女学院大学 人文学部現代文化学科 

教授 相良 誠司 


